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モバイルGISを用いた農地一筆調査支援システム

 本システムはPC（Windows）用GISソフト「VIMS」とタブレット（iOS）用モバイルGISアプリ「iVIMS」で構成
されます。農地情報に関するデータセットをシステムに構築すると、農地の利用状況調査など、市町
村が行う各種の農地の現況確認業務に活用できます。

システム構成と用途

システムの導入事例

航空写真画像データ
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現地にて調査結果データ
を入力，写真を撮影・保存
（データセットの更新）

 この事例では、県土地改良団体連合会が管
理している水土里情報データを、農地情報
に関するデータセット構築に活用しました。
システム運営も、同連合会を含む体制として
います。

 農業委員会事務局が実施する利用状況調
査業務だけではなく、市町村農林水産課の
各種業務への活用が可能です。各部署が
取り扱う農地情報の共通基盤として、本シス
テムが機能することが期待されます。

調査結果を選択入力

端末の現在位置と向きを
リアルタイムで表示

利用状況調査への活用

 通常、農地の現況確認時に携帯
する、紙の地図・調査票、現況撮
影用のカメラをタブレット１台で代
替し、現地での踏査・調査結果の
記録・現況写真の保存を効率的
に行うことができます。

 Web GISと比較した優位点として、
動作にデータ通信を必要としない
ため、通信費用が不要（タブレッ
トへのSIMカードの挿入不要）で、
山間部など通信電波が届かない
現地でも問題なく利用できます。

 iVIMSで更新した
データセットは転
送により、VIMSで
管理・利用するこ
とができます。

 VIMS上では調査
結果の見える化、
エクセル出力によ
る集計作業等が
可能です。

・利用状況調査業務
・農地台帳管理業務 など

・中山間地域等直接支払業務

・多面的機能支払業務
・人・農地プラン実質化業務

など

農業委員会事務局

農林水産課

市町村

・水土里情報データ（航空写真
画像・農地筆GISデータ）の提供
・GISシステム初期設定
・GISのデータセット構築
・GISシステムの保守管理

など

県土地改良団体連合会業
務
委
託

設定・保守管理

現況確認結果の可視化や農地現況図作成など
複数の業務で利活用
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